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Abstract: The Oedemerid beetles generally produce viscular dermatitis. An urticarial 


dermatitis with burning and itching appeared over the cervical region of a 31-year old 


man, after contact with an Oedemerid beetle, Oedemeronia sezuralis, which is diurnal 


species. This case is the frst report on the dermatitis caused by Oedemeronia sezuralis in 


Japan . 
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カミ キリ モドキ 科 Oedemeridae に 属す る 甲虫 に 


よる 皮膚 炎 の 臨床 症状 に つい て の 報告 例 は 少な く , 
松永 192), 河野 1939), 天野 (1954), 黒 佐 
(1958) の 記述 を みる の み で ある . これ ら の カミ キ 
リモ ドキ は すべ て 夜間 活動 性 の Nacerdes, Xan- 
thochroa, Eobia 属 の も の で あっ て , 彼 害 は これ ら 
の 躍 が 夜間 に 灯火 を 慕っ て 飛来 し た 際 , 接触 し た 人 
の 度 膚 に 体 表 よ り 分 泌 す る 毒液 に よっ て 水 導 を 生じ 
させ る こと に よる も の で ある . 一 方 , 昼間 活動 性 の 
Oedemeronia 属 の カミ キリ モドキ に つい て は 人 体 
役 害 例 や その 毒性 な ど は ほとん ど 知 られ て お ら ず , 
我々 の 知る 限 り で は 本 症例 が 最初 の 記録 と な る . 著 
者 ら は 1978 年 に 長崎 県 男女 群島 に お いて , Oedeme- 
ronia 属 の フタ イロ カミ キリ モドキ Qedemeronia 
sezuralis に よる 反 虜 米 の 症例 に 遭遇 し た の で 報告 


する . 


症 例 


31 地 男子 , 長崎 市 在住 . 家族 歴 , 既往 歴 , 全身 所 
見 に 特別 の こと は な い が 本 例 よ り 2 ヶ 月 前 に アレ ル 
ギー 性 三 麻 疹 を 思っ て いる . 患者 は 1978 年 6 月 6 日 
午後 3 時 項 , 長崎 県 男女 群島 女 島 の 山腹 に お いて 行 
動 中 , 左側 釧 部 に 体長 約 1 cm で 緑色 を し た 甲虫 が 
目 っ た の で 手 で 払い 除け た . 同日 午後 6 時 項 に 図 1 
に 示し た 如く , 左側 着 部 に 直径 約 5cm の 幕 麻疹 様 
の 発赤 が 2 個 生 じ た . 無痛 性 で は あっ た が , 知 熱 感 
及び 極度 の 疹 塗 感 が か あっ た . そこ で 所 持 し て いた レ 
スタ ミン 戦意 を 患部 に 塗布 し た . 癒 痺 感 は その 後 も 
続き 10 日 後 た と な っ て よう や く 消 失 し た . 発赤 は 18 日 
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後に な っ て 消 散 し た . 被害 を 与え を たこ カミ キリ モドキ 
( 図 2 ) は , 後に 著者 の 1 人 和田 師 よ り フ タイ ロカ 
ミキ リモ ドキ O. sezuralzs と 同定 され た . 


6 
Fig. 3. A bulla caused by contact with adult 
Eobia chinensis on the arm of a 46- [ 
year-old man. 「 
Fig. 1. Eruptions caused by contact with adult 
Oedemeronia sezuralis on the cervical 
region of a 31-year-old man. 
Fig. 2. Adujt of Oedemeronia sezuralis. 
a] 


考 察 Fig. 4. Adnult of Eobia chinensis. 


カミ キリ モドキ は 人 体 に 接触 し た 時 , 圧迫 され る Eobia chinensss ( 図 4 ) に 接触 し た 46 才 男子 の 例 で 


と 毒液 を 体 表 に 分 泌 し , 水瓶 性 皮膚 米 を 起こ す が , ある が 通常 は この 様 な 水瓶 を 形成 する . し か し , 本 
この 症状 は カミ キリ モドキ の 種類 に よっ て 差 は な 症例 で は 昼間 に 活動 すね る フタ イロ カミ キリ モドキ に 
く , その 有毒 成分 な カン タリ ジン (Cantharidin) よっ て 水 導 性 の 皮膚 炎 が 形成 され ず , 無痛 性 の 大 き 
CioHisO。 で ある と され て いる ( 黒 佐 , 1958). 図 3 な 甘 麻 疹 様 の 発赤 を 量 し た こと は 興味 の ある さら る 


は 本 症例 と 同時 期 に 同島 で ズ グ ロカ ミキ リモ ドキ で ある . これ は カミ キリ モドキ を 頸 部 よ り 払い 除け 


た 直後 水洗 し て お り , その 結果 有毒 成分 の 濃度 の 稀 
釈 が が 生じ た た めか も し れ な い . し か し , 患者 は これ 
より 2 ヶ を 月 前 た 既に アレ ルギー 性 の 医 麻 疹 を 経験 し 
て お り , アレ ルギー 体質 に よる こと も 考え られ る . 

著者 ら は 1978 年 6 月 5 日 より 23 日 まで 女 島 滞在 
し た が , この 間 夜間 の 灯火 採集 に よっ て は 全く フタ 
イロ カミ キリ モドキ は 採れ な か っ た が , 昼間 は この 
虫 が 盛ん た 花 の 上 で 活動 し て いる の が 目撃 され て い 
る . 多数 の フタ イロ カミ キリ モドキ が 活動 し て いる 
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同島 で は 草刈 の 作業 中 な ど に 被害 の 生じ る こと が 考 
えら れる . 


結 語 


1 ) 昼間 活動 性 の フタ イロ カミ キリ モドキ に よる 皮 
虜 疾 の 1 例 を 報告 し た . ] 

2 ) 本 症例 で は 水 癒 は な 形成 せ ず , 疹 寿 感 を 伴う 大き 
な 発赤 を 形成 した. 
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